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④確証バイアス

⑤精緻化方略

⑥三項関係

⑦前操作期

⑧選好注視法

出題意図

解答例

①洞察学習

問題の要素を再構成することによって、突然その問題の理解に到達し、解決策を見いだすと

いう学習。 ケ ー ラ ーによって提唱されたもので、彼が観察したチンパンジーが、試行錯誤を

行わずに、天井から吊るされた餌を取るために、突然ひらめきを得たかのように、部屋にあ

った箱を積み重ねてその上に登り、 餌を獲得した行動に基づいている。

②処理水準モデル

クレイクとロックハー トによって提唱された、記憶への符号化およびその後の保持は、その

情報が受ける認知的処理の深さに依存し、 浅い処理よりも深い処理の方が記憶の保持が良

くなるとする理論。 例えば、 単語を 「意味」で処理すると深い処理となり、 単語を「音」で

浅く処理する場合よりも記憶成績が高まるとされた。

③アンダー マイニング効果

報酬を与えることが人の内発的動機づけを低下させる現象を指す。 Aさんが「楽しいから

やりたい」と思って自発的に取り組んでいた活動に対して、BさんがAさんに外発的な報酬

（例：お金）を与えると、A さんのその活動への興味が薄れ、 「報酬のためにやる」という

動機が強くなってしまうこと。

④確証バイアス

学校心理学およびその基礎をなす教育心理学全般の用語の理解ができているか評価する。



新しい情報を既有知識と結びつけて、より深い理解と優れた記憶保持を促す学習方略のこ
とを指す。具体的には、新しい内容を自分の経験や知っている概念と関連づけたり、具体
例や説明をつけ加えたりすることで、学習内容を意味づけて、記憶に定着しやすくするこ
と。




